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は 

じ 

め 

に

　

方
山
真
光
寺
跡
は
、
福
井
市
片
山
町
新
光
寺
に
所
在
す
る
寺
院
跡
で
あ
る
。

遺
跡
名
を
方
山
真
光
寺
跡
と
し
た
の
は
、
東
寺
百
合
文
書
に
あ
る
「
越
前
国
真

光
寺
東
寺
修
造
料
足
奉
加
人
数
注
進
状
」（

１
）

文
安
弐
年
（
一
四
四
五
）
の
端
裏
書

に
方
山
真
光
寺
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
寺
院
跡
が
片
山
町
新
光
寺
に
所
在

す
る
こ
と
は
地
名
か
ら
明
ら
か
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
遺
構
は
全
く
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。

　

一
九
九
九
年
、
片
山
の
山
中
に
平
坦
面
が
多
く
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
こ
の

平
坦
面
群
が
方
山
真
光
寺
の
跡
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
二
〇
〇
〇

年
に
石
塔
の
載
る
塚
墓
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
の
あ
る
平
坦
面
の
測
量
調
査
を
行

い
、
二
〇
〇
一
年
と
二
〇
〇
二
年
に
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
の
結
果
、
火

災
で
焼
失
し
た
木
造
五
重
塔
址
、
焼
失
し
た
塔
址
に
再
建
さ
れ
た
石
造
多
層
塔

を
検
出
し
、
鉄
製
相
輪
・
ガ
ラ
ス
製
舎
利
・
水
晶
製
舎
利
荘
厳
具
な
ど
多
く
の

遺
物
が
出
土
し
た
。
そ
の
報
告
は
、
二
〇
〇
四
年
に
『
片
山
鳥
越
墳
墓
群
・
方

山
真
光
寺
跡
塔
址
―
清
水
町
片
山
地
区
に
お
け
る
遺
跡
の
調
査
―
』

（
２
）

と
し
て
清

水
町
教
育
委
員
会
か
ら
刊
行
し
た
。

　

本
稿
は
、
報
告
書
で
、
火
打
金
と
し
て
報
告
し
た
鉄
製
品
が
火
打
金
で
は
な

く
風
鐸
に
伴
う
風
招
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
風
鐸
の
破
片
の
存
在
も
確
認
し

た
の
で
、
こ
こ
に
報
告
し
て
誤
り
を
訂
正
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　

一　

方
山
真
光
寺
に
つ
い
て

方
山
真
光
寺
は
、
文
献
資
料
で
は
「
越
前
国
真
光
寺
東
寺
修
造
料
足
奉
加
人
数

注
進
状
」（

１
）文

安
弐
年
（
一
四
四
五
）
八
月
七
日
付
の
端
裏
書
に
「
方
山
真
光
寺
」

と
あ
り
、『
朝
倉
始
末
記
』
巻
第
八
毛
屋
・
増
井
討
捕
事
、天
正
二
年
（
一
五
七
四
）

二
月
条
に
「
片
山
ノ
真
光
寺
ヲ
攻
ケ
ル
ニ
」
云
々
と
記
述
が
あ
る（

３
）。

　

金
石
文
で
は
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
銘
片
山
八
幡
神
社
石
灯
籠（

４
）の

竿
に
五

方
山
真
光
寺
跡
塔
址
出
土
の
風
鐸
に
つ
い
て

古
　
川
　
　
　
登
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行
か
ら
な
る
銘
文
が
あ
り
、中
央
行
に
「
三
界
万
霊
六
親
眷
属
也
」、左
行
に
「
天

文
二
癸
巳
年
」、
右
行
に
「
七
月
六
日
」、
中
央
行
と
右
行
の
間
に
「
方
□
新
光

寺
」、
中
央
行
と
左
行
の
間
に
「
大
厳
坊
□
久
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
「
越
前
国
真
光
寺
東
寺
修
造
料
足
奉
加
人
数
注
進
状
」（

１
）に
は
方
山
真
光
寺
、『
朝

倉
始
末
記
』（

３
）に
は
片
山
真
光
寺
と
書
か
れ
、
片
山
八
幡
神
社
石
灯
籠（
４
）に
は
方
□

新
光
寺
と
刻
さ
れ
て
お
り
、
新
光
寺
は
現
在
の
集
落
名
と
し
て
伝
わ
っ
て
い

る
。
真
光
寺
は
文
安
弐
（
一
四
四
五
）
年
、
天
正
二
（
一
五
七
四
）
年
に
用
い
ら

れ
、新
光
寺
は
天
文
二
（
一
五
三
三
）
年
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
寺
名
の
真
光
寺
・

新
光
寺
、
地
名
の
方
山
・
片
山
の
違
い
が
何
に
起
因
す
る
の
か
は
不
明
で
あ
る

が
、
両
者
と
も
同
時
期
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
文
書
と
金
石
文
か
ら
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

方
山
真
光
寺
の
遺
構
で
、
そ
れ
が
何
の
施
設
で
あ
る
の
か
、
確
定
し
て
い
る

の
は
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
塔
址
だ
け
で
あ
る
。
本
堂
な
ど
主
要
伽
藍
は
山
麓

部
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
こ
に
方
形
の
区
画
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
の
方
形
区
画
を
形
成
す
る
現
在
の
里
道
の
一
つ
は
、
塔
址
に
向
か
っ
て
直
線

的
に
延
び
て
お
り
、
本
来
は
塔
に
至
る
道
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

片
山
八
幡
神
社
に
は
空
堀
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
も
丘
陵
上
に
多
く
の
平

坦
面
が
分
布
し
て
お
り
、
山
頂
に
奥
の
院
推
定
地
、
真
光
寺
城
跡
が
あ
る
。

　

新
光
寺
の
北
に
あ
る
明
光
寺
谷
は
杉
谷
廣
善
寺（

５
）が

か
っ
て
あ
っ
た
場
所
と
伝

承
さ
れ
る
谷
で
、
圃
場
整
備
の
際
に
柱
根
が
多
数
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

谷
の
北
斜
面
に
は
新
光
寺
窯（

６
）と

遺
跡
地
図
に
記
さ
れ
た
遺
跡
が
あ
り
、
現
地
を

踏
査
す
る
と
平
坦
面
と
石
塔
片
、
陶
器
片
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
中
世
陶
器
窯

で
は
な
く
、
中
世
墓
地
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
明
光
寺
谷
に
杉
谷
廣

善
寺
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
こ
こ
に
真
光
寺
の
坊
、
堂
舎
の
一
つ

が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
明
光
寺
谷
で
北
陸
地

方
で
最
も
古
く
位
置
付
け
ら
れ
る
五
輪
塔（

４
）が
出
土
し
て
い
る
。

　　
　
　

二　

塔
址
に
つ
い
て

　

塔
址
の
概
要　

  

塔
址
は
、
標
高
三
〇
ｍ
・
水
田
面
と
の
比
高
二
二
ｍ
の
尾

根
上
に
あ
る
。
塔
址
の
平
坦
面
は
丘
陵
を
七
ｍ
余
り
削
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て

造
成
さ
れ
、
南
と
北
を
土
塁
状
の
遺
構
で
区
画
し
た
南
北
二
三
．〇
ｍ
・
東
西

二
二
．五
ｍ
以
上
の
規
模
を
測
る
平
坦
面
が
造
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
平
坦
面
は

奥
（
東
）
か
ら
手
前
（
西
）
に
向
か
っ
て
傾
斜
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、奥
（
東
）

―
手
前
（
西
）
間
の
比
高
は
〇
．六
ｍ
あ
る
。
南
側
土
塁
状
遺
構
の
外
側
は
自

然
地
形
に
手
を
加
え
た
状
況
が
観
察
さ
れ
ず
、
本
来
の
丘
陵
尾
根
の
形
状
を
止

め
て
い
る
。
北
側
の
土
塁
状
遺
構
は
そ
の
中
央
部
に
二
．五
ｍ
を
測
る
開
口
部

が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
東
の
山
裾
に
の
び
る
通
路
が
確
認
さ
れ
る
。
平
野
に
面
し

た
西
側
に
は
土
塁
状
の
遺
構
は
存
在
せ
ず
、
西
側
は
開
口
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
塔
は
平
坦
面
の
最
奥
部
の
中
央
に
あ
る
。
塔
は
木
造
五
重
塔
、
木
造
塔

の
遺
構
の
上
に
重
ね
て
営
ま
れ
た
石
造
塔（

２
）を

確
認
し
て
い
る
。

　

木
造
塔
址　

  

木
造
塔
の
遺
構
は
四
天
柱
礎
一
石
、
側
柱
礎
の
基
礎
、
移
動

さ
れ
石
垣
に
転
用
さ
れ
た
た
心
礎
・
四
天
柱
礎
な
い
し
側
柱
礎
の
礎
石
一
石
、

雨
落
溝
一
条
を
確
認
し
、
確
認
し
た
礎
石
は
全
て
赤
変
・
剥
離
が
認
め
ら
れ
、

激
し
い
火
災
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。
雨
落
溝
周
辺
に
は
落
下
し
た
大
型
の

鉄
釘
が
出
土
し
て
い
る
。
五
重
塔
と
特
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
は
心
礎
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の
存
在
に
よ
る
。
部
分
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
心
礎
の
掘
方
か
ら
、
心

礎
が
地
下
式
で
は
な
く
地
上
式
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
屋
根
は
瓦
が
全
く

出
土
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
瓦
葺
で
は
な
く
桧
皮
葺
な
い
し
杮
葺
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
相
輪
は
鋳
鉄
製
で
、
風
鐸
も
鉄
製
で
あ
っ
た
こ
と
が
本
報
告

の
破
片
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　

木
造
塔
に
関
す
る
出
土
遺
物
は
多
種
多
様
で
、
水
煙
・
宝
珠
な
い
し
竜
車
片
・

九
輪
・
請
花
・
刹
管
片
（
鉄
製
相
輪
）。
風
鐸
片
・
風
招
（
鉄
製
風
鐸
）。
鉄
釘
（
建

築
用
材
）。
銅
釘
・
銅
鎹
・
閂
金
具
・
星
形
座
金
具
・
菊
座
金
具
（
厨
子
等
金
具
）。

ガ
ラ
ス
製
舎
利
・
水
晶
製
円
窓
・
水
晶
製
舎
利
容
器
片
（
舎
利
荘
厳
具
関
係
遺

物
）。
瞳
形
水
晶
製
製
品
・
半
球
状
水
晶
製
品
（
不
明
水
晶
製
品
）。
泥
仏
片
（
堂

内
荘
厳
具
）
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
仏
像
の
可
能
性
の
あ
る
炭
化
材
が
あ
る
。

こ
の
出
土
遺
物
か
ら
塔
の
初
層
に
舎
利
容
器
、
仏
像
を
収
め
た
厨
子
の
安
置
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
泥
仏
か
ら
な
る
装
飾
の
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

　

木
造
塔
の
造
営
時
期
は
、
報
告
書（

２
）で

は
鎌
倉
時
代
と
し
た
が
、
そ
れ
は
根
拠

に
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
吐
露
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
出
土
し
た
遺

物
は
特
殊
な
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
舎
利
容
器
に
伴
う
水
晶
製
円
窓
は
南
北
朝

期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
塔
内
に
納
め
ら
れ
た
物
の
年
代
で
あ
っ

て
、
塔
の
創
建
時
期
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
創
建
の
寺
院

で
三
重
塔
の
建
立
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
五
重
塔
は
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、

こ
れ
に
加
え
て
、
明
光
寺
谷
か
ら
出
土
し
て
い
る
五
輪
塔
に
一
二
世
紀
に
遡
る

も
の
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
真
光
寺
の
創
建
は
一
二
世
紀
、
そ
の

前
半
に
遡
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
、
木
造
塔
の
創
建
時
期
も
一
二
世
紀
内
と
考
え

た
い
。
木
造
塔
が
火
災
で
焼
失
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
塔
内
の
遺
物
か
ら
南

北
朝
期
以
後
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
で
き
る
。

　

石
造
塔　

石
造
塔
は
、
火
災
で
焼
失
し
た
木
造
五
重
塔
址
を
整
地
し
、
そ
の

上
に
基
壇
を
造
成
し
、
凝
灰
岩
製
の
九
重
塔
を
建
て
て
い
た
。
調
査
前
の
姿
は

基
壇
中
央
に
盗
掘
坑
が
穿
た
れ
、
石
塔
基
礎
が
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
て
い
た
。
基

壇
は
盛
土
に
よ
っ
て
築
成
さ
れ
た
築
成
基
壇
で
規
模
は
東
西
約
四
．六
ｍ
・
南

北
約
五
．六
ｍ
・
高
さ
約
一
．〇
ｍ
あ
る
。
石
垣
の
石
材
に
は
心
礎
・
四
天
柱
礎
・

側
柱
礎
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
基
壇
上
面
は
割
石
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
基
壇
中

央
部
の
移
動
さ
れ
た
心
礎
の
掘
方
内
に
埋
め
ら
れ
た
〇
．五
五
×
〇
．五
三
ｍ
・

深
さ
〇
．三
〇
ｍ
の
木
櫃
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
内
部
か
ら
何
も
出
土
し
な
か
っ

た
が
、
教
典
か
ら
な
る
法
舎
利
を
安
置
し
た
舎
利
容
器
と
考
え
ら
れ
る
。

　

石
造
塔
に
関
す
る
出
土
遺
物
は
、
基
壇
上
か
ら
粉
々
に
破
壊
さ
れ
た
石
造
多

層
塔
部
材
、
第
１
次
盛
土
上
面
か
ら
出
土
し
た
土
師
器
皿
、
基
壇
上
面
付
近
か

ら
出
土
し
た
風
招
が
あ
る
。
風
招
は
基
壇
の
切
断
中
に
基
壇
上
面
か
ら
出
土
し

た
。
盛
土
中
に
は
鉄
釘
や
銅
製
品
が
溶
解
し
た
銅
滴
、
炭
化
物
が
多
量
に
出
土

し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
木
造
塔
に
関
連
す
る
遺
物
で
あ
る
。
風
招
は
そ
の
形

状
か
ら
火
打
金
と
誤
解
し
た
た
め
、
塔
の
石
造
塔
に
よ
る
再
建
に
あ
た
っ
て
供

養
等
に
用
い
ら
れ
た
物
と
理
解
し
た
。
し
か
し
、
実
際
は
木
造
塔
に
伴
う
遺
物

が
石
造
塔
の
造
成
時
に
盛
土
中
に
混
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

石
造
塔
の
時
期
は
、
大
型
品
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
部
材
の
角
の
面
取

処
理
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
こ
と
か
ら
一
六
世
紀
前
半
よ
り
以
前
に
製
作

さ
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
一
五
世
紀
代
に
製
作
さ
れ
た
可
能

性
が
高
い
こ
と
は
指
摘
で
き
る（

７
）。
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方
山
真
光
寺
跡
塔
址
出
土
の
風
鐸
に
つ
い
て

　
　
　

三　

風
鐸
に
つ
い
て

　

風
鐸　

風
鐸
は
、
仏
堂
・
仏
塔
の
四
隅
の
軒
先
に
吊
す
小
型
の
鐘
で
、
鐸
身
・

舌
・
風
招
か
ら
な
る
。
各
部
の
名
称
は
第
三
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
５
を
風
招

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
の
ち
、
真
光
寺
跡
塔
址
出
土
鉄
製
品
を
再
検
討
す
る

と
、
報
告
書
作
成
時
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
風
鐸
の
破
片
と
考
え
ら
れ
る
も
の

を
抽
出
す
る
こ
と
が
出
来
た
（
第
四
図
）。
１
は
報
告
書（

８
）挿
図
番
号
Ｆ
20
、
鋳

鉄
で
相
輪
の
九
輪
片
と
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
実
測
図
の
原
図
を
点
検

す
る
と
、
風
鐸
か
？
と
メ
モ
が
記
し
て
あ
っ
た
。
２
～
４
は
報
告
書（

８
）挿
図
番
号

Ｆ
156
～
158
、
不
明
鍛
造
鉄
製
品
と
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
鍛
造
と
し
た
根

拠
に
乏
し
い
。
曲
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
建
築
部
材
か
と
考
え
た
も
の
で

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
鉄
製
品
の
類
例
を
寺
院
建
築
で
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
。
な
お
、
本
風
鐸
は
小
形
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
塔
の
四
隅
に
吊
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
相
輪
の
水
煙
に
垂
下
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

１
は
残
存
す
る
大
き
さ
縦
四
．〇
㎝
・
横
四
．五
㎝
・
厚
さ
〇
．四
㎝
、
２
は
残

存
す
る
大
き
さ
縦
三
．一㎝
・
横
二
．五
㎝
・
厚
さ
〇
．三
㎝
、
３
は
残
存
す
る
大
き

さ
縦
二
．五
㎝
・
横
三
．一㎝
・
厚
さ
〇
．四
㎝
を
測
り
風
鐸
の
鐸
身
部
の
破
片
で
あ

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
４
は
残
存
す
る
大
き
さ
縦
三
．一㎝
・　

横
二
．八
㎝
・

厚
さ
〇
．五
㎝
を
測
り
、
曲
面
を
持
つ
端
部
が
生
き
て
お
り
、
鐸
身
の
下
端
部
の

破
片
と
考
え
ら
れ
る
。
残
存
す
る
端
部
の
形
状
か
ら
、
花
弁
状
あ
る
い
は
波
状
を

な
す
第
三
図
模
式
図
の
形
状
に
復
元
で
き
る
。
１
～
４
と
も
鋳
鉄
製
品
と
考
え
ら

れ
る
。

　

風
招　

５
は
報
告
書（

８
）挿

図
番
号
Ｆ
164
、
火
打
金
と
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

火
打
金
と
報
告
し
た
の

は
、
頂
部
に
円
孔
を
穿

つ
三
角
形
を
呈
す
る
鉄

製
品
で
あ
る
と
い
う
形

態
的
特
徴
に
よ
る
が
、

後
述
す
る
よ
う
に
火
打

金
と
は
考
え
ら
れ
な
い

特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

　

鍛
造
の
鉄
製
品
で
風
招
で
あ
る
。
残
存
幅
七
．二
㎝
・
復
元
幅
八
．七
㎝
・

高
さ
四
．二
㎝
・
厚
さ
〇
．三
五
㎝
を
測
る
。
全
体
の
形
状
は
略
三
角
形
を
呈

し
て
い
る
。
上
部
は
な
だ
ら
か
な
傾
斜
か
ら
強
く
折
れ
て
立
ち
上
が
る
。
頂
部

は
龍
頭
状
の
形
状
を
な
し
、
径
〇
．五
㎝
の
円
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。
下
端
部

は
丸
く
円
板
状
を
な
し
、
径
一
．二
㎝
を
測
る
。
底
面
は
浅
く
台
形
に
抉
ら
れ

た
形
状
と
な
っ
て
い
る
。

　

火
打
金
の
可
能
性　

次
に
、
本
稿
で
風
招
と
し
た
鉄
製
品
に
火
打
金
の
可
能

性
が
考
え
ら
れ
な
い
の
か
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
第
五
図
は
高
嶋

幸
男
『
火
の
道
具
』（

９
）か
ら
作
成
し
た
風
招
に
近
い
形
状
を
持
つ
火
打
金
の
模
式

図
で
、
上
半
部
は
吊
り
手
・
持
ち
手
、
下
半
部
は
打
撃
面
で
あ
る
。
打
撃
面
の

形
状
か
ら
、
３
類
に
分
類
さ
れ
、
①
打
撃
面
が
水
平
な
も
の
、
②
打
撃
面
が
緩

い
弧
を
描
く
も
の
、
③
打
撃
面
が
強
い
弧
を
描
く
も
の
で
あ
り
、
打
撃
面
に
み

ら
れ
る
浅
い
窪
み
は
打
撃
に
よ
る
損
耗
で
使
用
さ
れ
た
痕
跡
で
あ
る
。

　

真
光
寺
塔
址
出
土
の
風
招
を
火
打
金
と
比
較
す
る
と
、
火
打
金
と
は
考
え
が

た
い
特
徴
が
二
つ
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
そ
れ
は
ま
ず
金
具
の
下
端
部
が
丸 第三図　風鐸模式図

舌

風招

鐸身
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十
巻
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号

第四図　方山真光寺跡塔址出土風鐸実測図

0 10cm

４５

１３ ２

第五図　火打金模式図（縮尺不同）
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方
山
真
光
寺
跡
塔
址
出
土
の
風
鐸
に
つ
い
て

く
円
板
状
を
な
す
こ
と
で
あ
り
、
火
打
金
で
あ
れ
ば
火
打
石
に
打
撃
面
を
当
て

る
際
に
邪
魔
に
し
か
な
ら
な
い
突
起
で
あ
る
。
ま
た
、
い
ま
一
つ
は
打
撃
面
が

全
体
的
に
抉
ら
れ
た
凹
面
を
な
す
こ
と
で
あ
る
。火
打
金
が
凹
面
を
な
す
場
合
、

そ
れ
は
火
打
石
へ
の
打
撃
に
よ
っ
て
損
耗
し
た
使
用
痕
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
シ

ン
メ
ト
リ
ー
な
定
型
化
し
た
凹
面
を
持
つ
例
は
火
打
金
に
は
認
め
ら
れ
な
い
の

で
あ
る
。

　

真
光
寺
塔
址
出
土
風
招
は
、
下
端
部
が
丸
く
円
板
状
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

底
面
が
全
体
的
に
抉
ら
れ
た
台
形
の
凹
面
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
に

お
い
て
火
打
金
の
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な
い
と
言
え
る
。
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